
山浦巌先生を悼む 

 

宮原 豊（９組） 

 

昨年１１月、９組の担任だった山浦巌先生が亡くなりました。享年９２歳でした。 

年明けに上原昇君（２組）が地元の仲間から聞き込んだそうですが、関東勢には訃報が届か

ずそのままになっていました。牧野泉君（９）が確認したところ、告別式には９組の６人が 

参列してくれたとのことです。 

関東の同級生（一部同期）に連絡したところ、２，３日の間に次のような思い出が寄せられ

ました。地元の増澤賢一君（９）のコメントも添え、故・山浦先生（以下先生）を追悼した

いと思います。 

 

◆牧野泉・・・先生の逝去については地元の布施修一郎君、若林健君から聞きました。 

地元の同級生が焼香に行ってくれたとのこと。恩師の永眠に合掌。 

◆丸山隆平・・先生には思想とは何かを教えてもらいました。 

◆保屋野良治・・１０年ほど前、上田で９組の同級会をやりました。先生は出席予定でした 

      が体調不良で急遽出席取りやめ。これが先生に会える最後のチャンスでした。 

◆塚田道明・・淡い記憶の底から先生とクラスで上田城址に桜見物に行ったことが思い出さ

れます。 

◆竹松（清水）良子・・コロナが無ければ、先生にお会いできたかもしれないのに残念です。 

      有志がお焼香に行ってくださり有難いです。ご冥福をお祈りします。 

◆赤尾晴夫・・国語の授業中あるいはホームルームの時間中、チョークを片手に持ち、「民

主主義とは何か」を熱っぽく語っておられたのを思い出します。本当にご指

導ありがとうございました。合掌 

◆武澤（保屋野）美佐子・・せっかく担任が国語の先生だったのに、国語は苦手で平均点が

取れませんでした。でも叱られたことはありません。ご冥福をお祈りします。 

 

若林健、増澤賢一、柄澤則夫、安藤泰雄、土屋啓郎、塚田修の６名が葬儀に参列されたそう

です。増澤君に電話したら、先生にまつわる心温まる思い出の数々を聞きました。 

懐かしい思い出に笑いながら、こちらまで感涙しました。 

 

◆増澤賢一・・ある厳冬の雪の日に、先生グループと生徒グループでサッカーの試合をやろ 

うと山浦先生が言い出して、雪の降り積もった校庭を走り回ったが、その時に

ヘディングした先生の眼鏡が割れてしまいました。翌日、先生は透明テープで 

壊れた眼鏡をかけて教壇に立ったのですが、その痛々しい姿を見て涙が出る

ほど感動しました。（このエピソードだけを紹介して欲しいとのことで、後は



残念ながらオフレコです）  

◆西村賢治・・「えっ！？西村が現役で大学というところに合格した！？」とゴールデンバ

ット片手に涙を流さんばかりに喜んでくれたガンさんの笑顔を忘れたこと

はない。ガンさん！ありがとう！安らかに～合掌。 

◆宮原豊・・・自分は悪ガキだったけれど、不思議と先生に叱られたり怒られたりした記 

憶はなく、ある学期の成績が下がった時に、もうちょっと頑張れよ！と 

度の強い眼鏡の奥の目は笑いながら叱咤されたことを思い出します。 

本当はいつも叱られていたのに、自分が覚えていないだけなんだろうと思 

います。哀悼。 

◆櫻田喜貢穂（7 組）・・まともな先生でした。私の個人主義的、自由主義的「幸福論」につ

いて批判的に疑問を提起されて、高１の現国の授業が白熱したことを思い出

します。 

 

追悼文がＨＰに掲載されたのを見て、以下の人たちから追加でメッセージ寄せられました。 

 

◆田中光幸・・昨年 12 月、当社㈱アルプスツールの社労士をお願いしている塚田修君より、

訃報を聞きました。思い返せば、高校 1 年のとき父が亡くなり。葬儀に先生と 

      小学校でも同級の増澤賢一君と牧野泉君の 3 人が焼香に来てくれ、先生から 

      「悲しみを乗り越え頑張るよう」と声をかけていただきました。 

      以来、学業で頑張らなかったが、民間企業で未だ卒業できずに、現役で奮闘し

ています。先生ありがとうございました。ご冥福を心よりお祈り申し上げます。 

◆小林知之・・訃報のご連絡ありがとうございます。 

◆土屋雄三・・先生について思い出すことといえば、黒い法服のようなガウンを着て、白い 

       チョークの粉がついても気にせず熱弁をふるっていたことでしょうか。 

       授業の内容などはさっぱり思い出せませんが。 

       ご冥福をお祈りいたします。 

◆土屋光男・・軽井沢の山の中から何とか 3 年通えられたのは、ガンさんの折に触れての励 

ましがあったからだと有難く思っている。一番嬉しかったのはクラス対抗リ

レー2 年の時かな。確かアンカーで何人か抜いて優勝（いや準優勝かな）の

ゴールをした時、級友以上に熱く激しく祝福してくれたっけ。今もその感激

がよみがえる。やや不本意だったのは、ガンさんの現国の点はもう一歩だっ

た。それを「時々脱線して、熱弁をふるっているからなんだ」と、その当時

は批判的に見ていたが、いざ自分が高校の教員になって、時として授業でそ

のようにしている自分に、ガンさんの姿を重ねていたのだった。 

山浦先生、どうか安らかにお眠りください。 

 



◆高畑悟郎（8 組）・・先生がお亡くなりになったそうで、ご冥福をお祈りいたします。 

       先生の授業で印象に残っていることの二つ。 

       一つは先生談：先生が大学生の時、教育実習で付属中学へ行ったが、生意気 

な生徒が多かった。ある時、「萩と荻の違いは何か？」と質問され、その時 

は実物を知らなくて困った。 

二つは「人口に膾炙する」、「羹に懲りて膾を吹く」の諺を教えてもらったこ

とです。 

 

        

卒業アルバムからの山浦先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：ネット情報ですが、1998 年「わが人生の百首歌、教職に在りし日」が上梓されて 

   いるそうです。内容は短歌／詩／俳句 

   著者 山浦巌：1930（昭和 5）年上田市生まれ、上田高校（46 期）、東京教育大学 

（現筑波大学）文学部卒、小諸高校、上田高校（昭和 32 年から昭和 46 年）、 

屋代高校、上田東高校勤務、定年後は信濃予備校講師 

 

（2023 年 1 月 14 日、20 日、23 日）       

以上                     


